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ス ゴ ッ トラ ン ドの 綿工 業 の発 展 過 程

「ス コ ッ トラ ン ド産業 革命 」 と

「ス コ ッ トラ ン ド原 経 済 圏 」 につ い て

林 妙 音

1視 角と課題

産 業 革 命1)を 資 本制 社 会 が成 立 す る に必 要 な歴 史段 階,か つ 自立 した 経 済 地

域一 「原経 済 圏 」 の 形 成 過 程 帥と して抱 え るな らば,産 業 革 命 の あ り方 が そ

れ に よ って形 成 して くる資 本 制 社 会 に特 徴 的 な性 格 を与 え る だ けで な く,近 代

国 家 とい う政 治 ・経 済 空 間 の 構 成 に決 定 的 意 味 を持 つ もの で もあ る。

18世 紀 末 に綿 製 品の 機 械 生 産 の 始 ま りを も って イギ リス で は世.界最 初 の産 業

革命 が勃 興 した。 機 械 化 の 動 きが そ の 後 他 の 産業 分 野 へ 波 及 して い き,綿 工 業

と製 鉄 業 を主 役 とす る産 業 革 命 が19世 紀 後 半 ま で全 面 的 に進 行 してい った 。 こ

の よ うな 産 業 革 命 の 主 役 産 業 の 一 つ で あ る綿 工 業 の産 地 分 布 に関 して は,P.

ラ クス トンが ま とめ た,雇861年 に お け る イ ギ リス繊 維 工 業 の雇 用 分 布 図 第1図

は興 味 深 い事 実 を示 して い る。 即 ち,従 来綿 製 品生 産 の 中心 地 と見 なさ れ て き

た イ ン グ ラ ン ドの ラ ≧カ シ ャー 地域 の ほ か に,ス コ ッ トラ ン ドにあ る グ ラス ゴ

ウ地 域 も大 規 模 な 綿 生 産 活動 を 行 って い た こ とで あ る。 ま た,P.ラ イ デ ンが

作 成 した 第2図 か ら,産 業 革命 の進 行 に大 きな意 味 を持 つ 製 鉄 業 もス コ ッ トラ.

1)「 産業革命」という概念解釈,研 究視点の変遷に関しては,下 記の諸参考文献を参照されたい。

永出正臣 『イギ11ス産業革命の研究」 ミネルヴァ書房,1973年,1一 肌ベージ,社 会経済史学会編

『社会経済史学の課題 と展望一社会経済史学会創立40周年記念』有斐閣,1976年.55一 幌ページ.

熊岡洋'r近 代 イギリス毛織物..[業史論』ミネルヴ了書房.1993年.2一 刺ぺ「ジ。

2>渡 邉尚 「ラインの産業革命』東洋経済新報杜,1987年,13ペ ージ,渡邉尚 『現代 ヨ・一口フパ経

営史 「地域」の視点から』有斐閣,1996年,3740ぺ ・一ジ。
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出 所:ラ ング トン ・モ リス,米 川 仲 一 ・原 則 訳rイ

ギ リ ス産 業 革 命 地 図 」 原 書 房,1989年,111,129

ぺ 一 ノ 孕

ン ドで 大 規 模 な 生 産 活 動 を 展 開 し て い た こ と が 窺 わ れ る 。 こ れ ら の こ と は イ ン

グ ラ ン ドと 同 じ よ う に ス コ7ト ラ ン ドで も綿 工 業 や 製 鉄 業 の 発 展 を 中 心 と す る

産 業 革 命 が 進 行 し て い た こ と を 示 唆 し て い る%

こ の よ う な ス コ ッ ト ラ ン ドで 進 行 し て い た 産 業 革 命 の 実 態 を 解 明 す る 初 歩 作

業 と して,本 稿 は 産 業 革 命 の 勃 興 に 最 も 重 要 な 意 味 を 持 つ 綿 工 業 に 焦 点 を 当 て

る 。.ス コ ッ ト ラ ン ドの 綿 工 業 の 発 展 過 程 を概 観 し,ス コ ッ ト ラ ン ド綿 工 業 の 特

3)H.Hamilton,7男 ピZπぬ5師 α1Rα 旭」2'涯oη功&o吻 η4London,FrankCasg,1966,Pr.1,3-6.最

初に 「産業革命1と い う概念 をス ユッ トラン ド経 済史研 究に援用 したのはH.ハ ミル トンであ る。

ハ ミル トンに よると1呂世紀後 半か ら19世紀後半 まで の期間 にス コ ットラン ドで進行 していた産業

革命 は主 に次の二つの段 階がある。即'ら,1780年 代か ら1830年 代までは綿工業,そ して1830年 代

か ら1980年 代 までは金属工業 がそれ ぞれ基幹産業 として スコッ トラン ド産業革命 の進行 を後押 し.

していた ことである。
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第2図1852年 ブ リテ ン島 に お け る銑 鉄 生 産高 の分 布
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出所=ラ ン グ トン ・モ リ ス,米 川伸 一 ・原 剛訳 「イ ギ

リ ス 産 業 革 命 地 図」 原 書 房,1989年,111 .129

ペ ー ジ。

徴 とそ の 歴 史 的 役 割 を確 認 しな が ら,「 ス コ.ッ トラ ン ド産 業 革 命 」 な ら び に

「ス コ ッ トラ ン ド原 経 済 圏」 と い う概 念 構 築 を試 み る こ とが 本稿 の課 題 で あ る。

Hス コットラン ドの綿工業の発展過程

1発 展 傾 向(1770年 代 か ら18∂0年 代 ま で)

ス コ ッ トラ ン ド綿 工 業 の 勃 興 は18世 紀 初 頭 か ち 発 麗 し て きた 亜 麻 工 業 に負 う

と こ ろ が 大 き か っ た 。 キ ャ ン ブ リ.ッ クCa皿bric,ロ ー ンlawn,ガ ー ゼgauze

と い っ た 良 質 亜 麻 織 物 の 産 地 と し て 長 い 間 亜 麻 生 産 に携 わ っ.て き た グ ラ ス ゴ ウ

や ペ イ ズ リ ィGlasgow-paisley地 方 で は 高 度 な 熟 練 した 織 布 技 術 が 蓄 積 さ れ4:',

4)A.J.Warden,TheLfaauTrod;London,FrankCssandCo .Ltd.,1864,PP.脳一505,527./



スコ ットラン ドの綿工業の発展過程 (313)133

優 れ た織 布 技 術 を基 盤 にス コ ッ トラ ン ド西 部 は1770年 代 の 初 頭 か ら純綿 布 の 生

産 を 始 め た5〕。 一 方,ほ ぼ 同 じ地 域 で ベ ン ガ ルbengalや ブ ラ ン クblunkと 呼

ばれ てい た亜 麻 と綿 の混 織 物 の生 産 のが か な り大 きな規 模 で 行 わ れ て い た こ と

も無 視 で きな い 意 味 を持 っ て い る7〕。 この 種 の 混 織 物 生 産 の 展 開 に よ っ て多 ぐ

の生 産 業 者 は綿 花 とい う新 しい繊 維 原 料 に 関 して豊 富 な加 工経 験 を持 つ こ とに

な った 。 この こ と は綿 製 品 生 産 が そ の後 ス コ ッ トラ ン ドで 急 速 に展 開 して い く

こ との 一 因 に もな った の で あ る 。

また,ア メ リカ 独立 戦 争 に よ っ て グ ラ ス ゴ ウ を拠 点 とす る ア メ リ カ植 民 地 貿

易 が.一時期 頓 挫 した こ とも,ス コ ッ トラ ン ド綿 工 業 の勃 興 に促 進 的 な役 割 を果

た した。 それ まで 植 民 地 貿 易 で 運用 され て きた資 金 の少 なか らぬ 部分 が域 内 の

製 造 業 に流 入 し,綿 製 品 生 産 が そ の 対 象 の一 つ で あ った㌦ こ の よ うに 生 産 環

境 や,資 金 条件 等,い ず れ も綿 製 品 生 産 の展 開 に と って有 利 な環 境 が 整 え る素

地 とな り,綿 工業 が1770年 代 か ら ス コ ッ トラ ン ドで 本 格 的 に その 発 展 の 段 階 を

ふ み 出 した 。

良 質綿 製 品 の生 産 を 中心 に ス コ ッ トラ ン ドの綿 工 業 が 着 実 にそ の 成 長 を 進 め

て い った㌔ 水 力 紡 績 工 場 が 次 々 と建 設 さ れ,モ ス リ ンな どの 良 質綿 布 の 生 産

高が 年 々伸 び てい った 。19世 紀 初頭 まで に は綿 布 の 生 産 規 模 の 拡 大 に 追 い つ く

＼A.J.Dine,The&螂`納1}加 げη ∫躍ぬ ∫'り 知 己加E2妙 魚 脚 功`加`π 脳Edinburgh,JohnDona-d

PublishersLtd.,1979、pp,27,66-57.

5)A.P.Wadsworth&Juliau巳LacyMann,了 協8Gg伽 η7知 ぬ αη4∫ 層 ㍑5画 配 加 榔 α∫hire

1伽一1780,Manchester,ManchesterUniversityPress,1931,p.176.1、D.Whyte,"Proto-in【1usl

tria[i5ati。ninScotland"inRegion∫Aη 〃 π4躍∫屠`∫'11ρ θr∫ρε`'爵oη ∫舵 ゴ刀445加 躍'7ピ 脚 傭 加 ∫η

β廓 α初,ed.6vF.Hudson,Cambrid目cUniv肛sityPre路,1989.

6)G.M.Mitchell,"]'beEnglishandScottishCottonIndustries=AStudyininterzelations,"

5碗 ∫肋H泣 θ焼 祝∠Rr盟8隅Vol.22,四25,p.104.ア レ ッ ク ス.,・1「 バ ー ト ス ン,武 居 良 明 訳

「ス コ ッ ト ラ ン ド綿 工 業 の 興 隆...1770年一1840年 」r法 経 研 究 』 静 岡 大 学,36-4,198.年,79

ペ ー ジ 、 村lil高 『IIL界 綿 業 発 展 史 』 青 泉 礼 ,1961年,.32,35ぺ ・一ジ.

7)村 山,前 掲 盲,41ペ ー ジ,A.J.Ddrie,oμ 猷,p.67,

B>T.M.Devine,The7bba.Lord,:AStudyoftheTobaccoMerchautrofGlasgowandtheir

7}研 みπgAα 加rl∫甜∫{㌔1741)一17X),Edinburgh,EdinburghUniversityPress,1975,vv、43-46.

9)W.II、Marwich,'ThecottonIndustryandtheIndustrialRevolutioninScotland,"Scottish

Hが 脚rぎ`α1R8τ 嘘 τρ,Vol.21,1924,p.211.Hamilton.o真`ご 乙..p.143.



134(314)第167巻 第3号』

こ とが で きず,綿 糸,特 に良 質 綿 糸 の 供給 の大 部分 は マ ンチ ェ ス ター の綿 紡績

業 者 に仰 い で い た が,自 動 ミュー ルpowermuleが 普 及 して い くにつ れ1。,,綿

糸 の外 部依 存が 徐 々 に解 消 され る よ う にな った 。全 体 と して.織 布 生 産 と紡 績

生 産 との持 続 的 拡 大 に 支 え られ,ス コ ・ トラ ン ド綿]業 の成 長 が19世 紀 の 中頃

まで 続 い た11,。

と ころで,].830年 代 に ス コ ッ トラ ン ド綿 工 業 の成 長 を 妨 げ る要 因 が 次 々 と現

れ て き た。 ま ず 欧 州 大 陸 の 良 質綿 製 品 との 競 争 が 激 し くな り.,い ま まで の ス

コ ッ トラ ン ドの成 長 を支 え て きた 良 質綿 製 品 の 販路 が 次 第 に縮 小 した 。 そ して,

新 し く台 頭 して きた大 衆 向 け綿 製 品 の 生 産.も,強 豪 の イ ン グ ラ ン ドの綿 工 業 と

の競 争 に直 面 し,大 き な進 展 が 見 られ な い ま ま,苦 境 に立 た さ れ て い だ%そ

う した状 況 に加 え,こ の 時期 に域 内 の製 鉄,機 械 製 造 な どの 重工 業分 野 の利 益

率が 高 ま っ て きた た め,.資 金 や 労働 力 が 次 第 に それ ら の産 業 分 野 に移 って い た

た め に,綿 生 産 業 者 に と って 資 金 や 安価 な 労働 力 の 調 達 が 一 層 困 難 に な った1%

1840年 代 に は この一 連 の不 利 な要 因 が 依 然 と して解 消 で きず,綿 製 品の 生 産 高

は一 層 不 安 定 に な り,綿 王 業 の立 地 が 縮 小 し は じめ た 。不 運 に も1857年 に金 融

恐 慌 が 起 き,そ の 余 波 を受 け 多 くの企 業 が 倒 産 し,資 金 力 の あ る企 業 も次 々 と

製 鉄 業 や 機 械 製 造 業 へ 転 業 す る よ うに な つだ%ユ860年 代 中頃 の綿 花 飢 饉 で さ

らに多 くの 中小 事 業 体 が淘 汰 さ れ,生 産 高 の 変動 が 一層 激 し くな つだ%1870

10〕b.M『Mitchell、 ⑳ff`.:.p、107.S.D.チ ャ ッ プマ ン,佐 村 明 知 訳 『産 業 革 命 の 中 の 綿 」二業 」 晃 ・

洋書 房,1990年,24,86ペ ー ジ.自 動 ミ ゴー ル が普 及 す る前 に,高 番 手 の 良 質 綿 糸 の 製造 は ほ と

ん ど高 度 な熟 練 手L技 術 に依 存 して い た,な お,ス コ ッ トラ ン ドで は 自動 ミュー ルの 芦 及 は1930

年 代 以 後 に 待 た な け れ ば な ら な か っ た 。

U)ロ バ ー トス ン.前 掲 論 文,77ペ ー ジ 。

.12)HanUkon,砂`肱,p.148.ロ バ ーート ス ン,前 掲 論 文,82ペ ー ジ 。W.W、Knox、Hα πg甑唇 勿4

Th-:TheSwtte、 んC卿 。 」・漉 ・"c.1850-1.914.Preston,CarnegiePublishingLul・,1995・

P.5.

13)Hamill`,ロ,ψ 百ム.P.149.KnQX,φ`'氏.P・2・

14)ロ バ ー トス ン,前 掲 論 文,80ペ ー ジ 。Marwick,op,p.218.W.H.Fraser."TheGlasgow

C。 廿、.、、.Spi皿,・s,183ア'i・ScottishThemes:Fcmy・ ピ・・伽 α・・ げ 制 み∬・・ ∫G・ 且Lジ 融 ・d・・

byJ,Butt&J.T.Ward,ScottishAcademicPress,1976.

15)D.B,。m。 町,丁 雇 」・4観 ・f… プ5瞬 　 ずヨ 襯 ・Risc,PurgesandPresetCnnddeon,New

V。.k,A㎎ 耐 。・M.K・U・y,P・blL・hers,1969,PP.286一 路8・A・ 」.Rob・ 貢・・n・"Th・D　 1i・・ 。fノ
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年 代 中 葉 に な る と紡 錘 数 で あれ,力 織機 の 稼 動 数 で あ れ,い ず れ も減 少 傾 向 に

転 じ,綿 製 品 生 産 が 多 くの 地 域 か ら姿 を消 した。 縫 い 糸threadの 生 産 だ け,

グ ラス ゴウや ペ イ ズ リ ィな どの南 西 地域 で20世 紀 初 頭 まで 行 わ れ て い た の で あ

る1㌔

2資 本

ス]ッ トランドで綿製品生産に必要な資本を提供 した者の出自は概ね次の四

つがある。第一に地主階級の綿製品生産への資本参加が多 く見られる。資金援

助はともか くとして,工 場の建設に必要な敷地 ・建物や水車施設の提供に関し

て地元の地主階級は特に積極的な協力姿勢を示 した1%第 二にグラスゴウ商人

たちが果た した役割 に注 目に値する。前述 したように,ア メリカ独立戦争に

よって資金の運用先を失ったグラスゴウのタバコ貿易商人たちが新 しい投資先

として綿工業に資金を投 じた例が少なくなかった1臼)。ところで,原 綿の輸入や

市場の開拓 に関しては,タ バコ貿易商人以上に綿工業の勃興に大 きな影響を与

えたのは砂糖貿易商人たちであった。彼 らは西インド諸島か ら砂糖や原綿を輸

入 してきただけではなく,砂 糖や ラム酒などの輸入品の対価 として域内で生産

.した綿製品の一部を西インド諸島へ輸出したこともあったか らである1㌔ 第三

に,綿 工業の発展に最も大 きな貢献をなしたのは従来の亜麻 と羊毛関係業者で

ある。生産技術,市 場情報などのような無形な資本のほか,.草麻製品の生産や

＼ 山eSじottjshCottonIndusly、1860-1914,"8附 加 面恥Hゴ ∫己ρび,VoLl2,1970,PP、116-128.Knox,σ み

,it.,pp.5-6.

16)D.A.Famle,TheEnglishCottonIndustryandtheWorldMarket1815-18酬5,Clarendon

Press,Oxford,1979,PP.73,188.Knox,o伶 ご乙,pp.5-6..

1ア)J、Butt&KennethPond㎎(ed5、),ScottishTextilelkstnry,Aheπle巳nUnivεrsityPless,19呂7,

,".31-32.

18>Mitch巳H,⑳6畝,pp,lQl-102.Devine,op`此,PP.43-46.∫ll北 稔rr業 化 の 歴 史 的 前 提 帝

国 と ジ ェ ン ト ル マ ン 」 岩 波 書 店,1983年,認2-233ペ ー ジ。

19)T,M、Devlue,θ 喚f銘..p.44.川 北,前 掲 書,184ベー ジ 。J.Butt,`"PheScottishCottonIndus・

tryduringtheIndustrialRevolution,1780.1840りLnCo耀 ρα昭 々τpθ45μ α∫qズSmtn:.handIrish

正治θπo〃師`姻4歯`副Hゴ ∫torn1600一'.9θ ρ,ed5.byL.M.Culle皿&工CSmout,JohnDonald

PublishersLid.,1977,pp.116,118.ロ バ ・一トス ン,前 掲 論 文.81ペ ー ジ 。
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そ の 原 材 料 ・.製品 の取 引 で 蓄 えて きた 資 金 をそ の ま ま綿 製 品 生産 に援 用 した事

例 が 数 多 く存 在 してい た加,。第 四 に ス コ ッ トラ ン ド綿 工 業 の 勃 興 に無 視 で き な

い役 割 を果 た した の は イ ング ラ ン ドか らや って きた綿 糸 商 人 や綿 布 製 造 業 者 た

ちで あ った 。 マ ンチ ェ ス ターで 生 産 した 良 質 綿 糸 を スコ ッ トラ ン ドまで 運 んで

きて,そ れ を グ ラス ゴ ウ周 辺 の織 工 へ 配 分 して,彼 らに 良 質綿 織 物 を作 らせ て

い た 。 この よ うな イ ン グ ラ ン ド人 綿 糸 商 人 の 活 躍 ぶ りは特 に顕 著 で あ っ た2%

また,ス コ ッ トラ ン ドで の旺 盛 な 良 質 綿 糸 の 需 要 を見 込 んで,自 ら ス コ ッ トラ

ン ドで 新 式 の紡 績 工 場 を建 設 した り,綿 糸 生 産 へ資 本 参 加 した りす る イ ン グ ラ

ン ド人 も数 多 く存 在 して い た.よう に,ス コ ッ トラ ン ド綿 工 業 の発 展 に は イ ン グ

ラ ン ド資 本 が 欠 か せ ない 役 割 を果 た しだz,。

3生 産構造

① 紡 績 工程

ユ779年 に イ ング ラ ン.ド人 に よ って ス コ ッ トラ ン ドで 最 初 の水 力 紡 績 工場 が ア

イ ガ イ ル 州ArgyllshireのRothesayで 建 設 され た2ヨ1。水 力 紡 績 工 場 が そ の 後

グ ラス ゴ ウ を 中心 とす る西 部 地域 で次 々 と設 け られ,1787年 には19工 場,.1834

年 に は125工 場 が 稼 動 して い る こ とが 示 す よ うに,紡 績 工 程 の生 産 規 模 が 年 々

増 大 して い た2%一 方.ジ ェ 二 一紡 績 機 や 手 動 ミ ュー ル を使 っ て横 糸 や 良 質綿

糸 を作 る小 規 模 な 製 造場 の 建 設 が水 力 紡 績 工 場 のそ れ よ り早 い 速 度 で ス コ ッ ト

ラ ン ド各 地 で 展 開 してい た25,。水 力 紡 績 工 場 の地 域 的集 中 とは対 照 的 に,19世

20)MarwiGk,ψfご よ,PP.210-211.Hamilton,⑫ δム,PP.124-126,1.Donnachie&G.Hewitし

紐 蜘 「ゴ`Nε τ¢P加.7羅 々TheDal,and(》 凝 躍1耀 副 磁`〔:ammunitysince1785,EdinburghUni.

versityPress,1993,PP.1734.

21)Mit£hel1,θ ρfゴ よ,1}.103.Hamilton,ゆ ぐ鉱,p、127.

22)Bremn肌op.磁,p,279.Butt,op..、PP.119-120.北 政 巳1近 代 ス コ ッ ト ラ ン ド社 会 経 済 史

研 究 」 同 文 舘,1985年,86ベ ー ジ 。Dolmachie&Hewi質,o爽 磁,PP.59-84.

23)M正tchell,op.wit.,p、104.Bfemn』r,op.cit .,p.279.

24)S.」.Chapman,Th,],..hi,(bご 伽'π ゴμ吻 湘5～ 吻 加 伽 即 滅 嫌 τ曜'ψ 肌 蝋M乱11.

cherter,1904,p.149.Doロuachie&Hewitt,op.cit.,pp.59-ill,剣 持 一 巳 『イ ギ リ ス 産 業 革 命 史

の 旅 」 日 本 評 論 杜,217-236ペ ー・ジ 。

25)HamiltDn,ψ 配.,p.129、
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紀 の初 頭 に は,こ の よ うな小 規 模 な ジェ ニー や ミュー ル紡 績 場 は,ほ ぼ ロ ウ ラ

ン ド全 域,さ ら に はハ イ ラ ン ドの.部 の地 域 まで 広 が っ て い だ%全 体 と して,

水 力 紡績.1.:場に よ る縦 糸 の生 産 とジ ェニ ー や ミュー ル紡 績 場 に よ る横 糸 や 良 質

綿 糸 の生 産 が相 互 に補 完 しなが ら,綿 糸生 産 は19世 紀 の 中葉 まで 工 場 制 経 営,

マ ニ ェ フ ァク チ ャー経 営,そ して 問 屋 制 経 営 と い う三 つ の経 営 形 態 の.ドで ス

コ ッ トラ ン ド全 域 で 行 わ れ て い た ので あ る罫,。

紡 績 工 程 に お け る動 力 の応 用 に 関 して は,.比 較 的 に水 源 が 豊 富 な ス コ ッ トラ

ン ド西 部 で は,水 力 が綿 工 業 生 産 に とって 欠 か せ な い 重 要 な 動 力 源 で あ った。

特 に充 分 な水 源 が通 年確 保 で きる西 部 の一 部 地 域 で は,綿 工 業 の発 展 に とっ て

水 力 が 蒸 気 力 以 上 の役 割 を果 た した とい え よ う。 水 力 に 恵 ま れ て い る この環 境

を利用 す るに 当 た って,水 力 を動 力 とす る ミュー ル の 改 良 は 早 く も1790年 に ス

コ ッ トラ ン.ド人 のW .ケ 「∫イWilliamKellyに よ っ て行 わ れ,部 分 的 な成 功 を

収 め だ ピ:。1825年 に 自動 ミュー ルself-actormuleを 完 成 し,そ れ を 実 用 化 さ

せ た の は.イン グ ラ ン ド人 のR.ロ バ ー ツRichardRobertsで あ った が,W.ケ

リー の よ うに長 い 間 ミュー ルの 改 良 ・操 作 に携 わ っ て きた 一 群 の 熟練 工 の存 在

を背 景 に 自動 ミュー ル は,.そ の後 ス コ ッ トラ ン ドで も急 速 に普 及 して い った2㌔

.み,.ミ ュー ル の 生産 能 力 の増 強 に刺 激 され,水 力 紡 績 機 自体 も様 々 な改 良 が

施 さ れ る よ う に な っ た鋤。.スロ.ッスル ・フ レー ムthrost.leframeと 呼 ば れ る水

力 紡績 機 の改 良版 は その 生 産 能 力 が大 い に 向上 した だ けで は な く,従 来 の水 力

設備 を そ の ま ま利 用 で き る こ と もあ り,後 に ミ ュー ル と と もに ス コ ッ トラ ン ド

で最 も普 及 して いた 紡 績 機 とな った鋤。

水 力 の他,も う.・つ 産 業 革 命 を推 し進 め る重 要 な動 力 源 は蒸 気 力 で あ った。

ス コ ッ トラ ン ドで は ワ ッ トが 発 明 した蒸 気 機 関 を紡 績 工程 に導 入 しよ う とす る

26)ロ バー トスン,前掲論文.79-80ペ ージ撃

27)Hamik・n,⑫ 砿P.130.

28)村 山,前 掲書,122,一 ジ。

29)Hamilton,θ μδ`.,P.131.

3① 村山,前 掲書,136ペ ージ。

31)Butt,o腐`'よ,P、122,
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最 初 の 試 行 は1792年 に行 わ れ た。 しか し,蒸 気 力 の 応用 が そ の後 に お い て緩 慢

な進 歩 しか 示 して お らず,183⑪ 年 代 まで は 主 な 動 力 源 が依 然 と して水 力 で あ っ

た3㌔ 蒸気 力 が ス コ ッ トラ ン ドで繊 維 生 産 な どの 多 くの 産 業 分 野 で 主 要 な動 力

源 と して応 用 され る よ うにな った の は1830年 代 後 半以 後 の こ とで あ った 。 この

時期 に な って よ うや くス コ ッ トラ ン ドで の 蒸 気 機 関engineや そ れ を応 用 した

紡 績 機 械 の 生 産技 術 と生 産体 制 が 整備 さ れ33津,ま た石 炭 生 産 も飛 躍 的 な進 展 を

遂 げた な ど,蒸 気 力 の 普及 に 必 要不 可 欠 な諸 条 件 が 成 熟 した か らで あ る紛。

② 織 布 工 程

亜 麻 工 業 時 代 に培 って きた 熟練 した織 布 技 術 を基 盤 に,ス コ ッ トラ ン ドの綿

布 生 産 はユ760年 代 の 発 展 の当 初 か らモ ス リ ンな どの 良質 綿 製 品志 向 を示 した39。

1770年 代 末 に ミュー ル が発 明 され,そ れ に よ って 良 質綿 糸 の 大量 生産 が可 能 に

な.って か ら.グ ラス ゴ ウや ぺ.イズ リ ィ以 外 に も多 くの 地域 が 良質 綿 布 の生 産 に

参 入 す る よ う に な つだ%こ の よ うな 良 質綿 布 の 生 産 に従 事 す る事 業 体 の 多 く

が い ま ま で 亜麻 布 を生 産 して きた もの が 多 か った 。手 織 工 た ち を組 織 し,彼 ら

に 亜麻 布 を作 らせ て きた マ ニ ュ フ ァ クチ ャー主 が従 来 と同 じ経 営 手 法 で 仲 介 人

Carrierを 通 して手 織 工 た ち へ 原料 を配 り彼 らに 生 地 を 作 らせ てい たが ,そ の

原 料 が 亜麻 糸 か ら綿 糸 へ 変 わ った の で あ る5%こ の よ うに 問屋 制 や マ ニ ュ フ ァ.

ク チ ャー経 営 で 編 成 され て い た従 来 の亜 麻 布 の生 産体 制 が そ の ま ま綿 布 生 産 に

継 承 され,1840年 代 後半 まで織 布 工 程 の主 要 な生 産 ・経 営 形態 と して ス コ ッ ト

ラ ン ドで の 綿 布 生 産 を支 え て い た こ とが で き る認㌧

1787年 に発 明 さ れ た力 織 機 が ス コ ッ トラ ン ドで最 初 に導 入 され た の はユ793年

の こ とで あ った3%そ の後200基 程 度 の力 織 機 を装 備 す る工 場 が 設 け ら.れた り,

32)Mitchell,oρ`鉱,PP.107-10呂 .

33)Hamilton,⑫`此,pr.132一134.S,D.チ ャップマン,前掲書,20ペ ージ..

34)石 坂昭雄 ・船Ill栄一 ・宮野啓.=・諸田実 「新版 西洋経済.史』有斐閣,19呂7年,166ペ ージ。

35)ロ バートスン,前 掲論文,82ペ ージ。チャップマン,前掲書,24ペ ージ。

36)Butt,o声f葱`,,p,117,

37)Mitchell,07う.`産,p.109.

38〕Ilamilton,ψcガム,pp.138一且39.Donnachle&Hewitちo戸`歪 ム,p.7.

39〕 馬larwick,1/1.`ピニ,P.213.
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機 械 そ の もの の 動 力 に蒸 気 力 が 導.人され た りす る よ うな 革 新 的 な 事 業 活 動 が

次 々 と行 わ れ た。 しか し,商 業 的採 算 が とれ ない ため,力 織 機 の 迅 速 な 普 及 が

見 られ ず 。〕,.手織 機 に よ る 良 質綿 布 の生 産 が依 然 と して 主 要 な 生 産 形 態 で あ っ

た 。1830年 代 に力 織 機 に モ.スリン を製造 で きる よ うな技 術 的 な改 良 が 加 え られ

て か ら,よ うや くそ の 導 入 が徐 々 に広 が って い くよ う に な っ た 。 しか し,.ス

コ ッ トラ ン ドで は織 布E程 にお け る機 械 の導 入 とその 結 果 と して の..「場 制経 営

の 進 行 が依 然 と して 緩慢 な もの で あ っだ1:1。そ れ は.スコ ッ トラ ン ドが 良 質綿 布

に特 化 して い た た め,手 作 業 しか で きな い高 度 な織 布 技 術 に依 存 して い た こ と

が大 きい。 ま た,自 分 の 生 計 を脅 か す力 織 機 の導 入 に対 して 手 織 工 た ち が 自主

的 に賃 銀 を 引 き下 げた り,機 械 を打 ち壊 した りす る様 々な 阻 止 運 動 を 起 こ した

か らで あ る42;。力 織 機 が.スコ ッ トラ ン ドで 全 面 的 に導 入 され る よ うに な っ た の

は1840年 代 後 半 以 後 の こ とで あ った。

と こ ろで,こ の よ う な機 械 化 の進 行 の 、ン:ち遅 れ が 主 要 な原 因 に な っ て,.ス

コ ッ トラ ン ドで は紡績.1二程 よ り織 布 工 程 の方 が い ち早 く危 機 が 訪 れ た 。 良 質綿

布 は そ の市 場 規 模 が 限 られ て い る もので あ り,フ ァ ッシ ョンの 移 り変 りに よ り

流 行 の不 意 な変 化 に よ って 販路 が急 減 す る こ と も しば しば あ った 。 一 方,フ ラ

ンス,.ス イ.ス,オ ー ス ト リア等 の 国 は も とよ り ヨー ロ ッパ 諸 国 で は 高 度 な 熟 練

した織 布 技 術 を もっ てい るた め,そ れ らの 国 の製 品 との競 争 が 特 に厳 しい もの

で あ った。1810年.代 に入 る と良 質綿 布 の 国際 市 況 が ます ます ス コ ッ トラ ン ドに

と って不 利 に な り,国 内市 場 で さ え フ ラ ンスや 耳.イスか ら輸 入 され て い た 高 級

綿 製 品 との 苦 戦 が続 い た樹。 こ の苦 境 を打 開す る た め に,一 部 の生 産業 者 は 製

品 品]を 変 更 し,新 しい市 場 を 開拓 しよ う と した 。 機 械 生 産 に よる 大 衆 向 け の

綿 製 品 が 次 々 と開 発 され,高 級 品か ら大 衆 品 まで 多 種 多様 な綿 製 品 が市 場 に売

40)利.山,前 掲 書.128-130ペ ー ジ 。

41)Hamih。n、 畝 ζゴ㍍,PP.136、

42)Mitじhcll,鵬 謡 ム,叩.108-109.Bremner,り 戸f鉱,叩.283-284、294.K血ux,ρ μfゴ'.,PP.152-158、

43)Hamilton,op.'t.,P.148.
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り出 さ れ る よ うに な った艦〕。 しか し,大 衆 品市 場 で は ヨー ロ ッパ の 国 々 よ り手

強 い競 争 相 手 が ス コ ッ トラ ン ドの す ぐ南 の 方 に あ っ た イ ング ラ ン ドで あ る。 イ

ング ラ ン ドは1770年 代 の 綿1:業 の 勃興 時点 か らす で に大 衆 晶 路 線 を打 ち出 して

お り,1830年 代 に は世 界 で 最 も高 い 生 産性 を持 ち,従 っ て最 も強 い 競争 力 を持

つ 国 に な っ て い たの で あ る。 この 強力 な競 争 相 手 に対 して,ス コ ッ トラ ン ドの

綿 布 生 産業 者 が 比 較 的 に低 い 固 定 費用 と労 働 費用 等 々 を条 件 に,あ る程 度 の競

争 優 位 を保 って い た 力抑,南 の大 規 模 な機 械 化 の進 行 が 進 む につ れ,そ の優 位

が次 第 に薄 れ て い った 。 結 局,織 布 工 程 も紡 績 工 程 と同 じよ うに精巧 を極 め た

手 工技 術 で しか作 られ な い 高 級綿 布 の 生 産 へ ま す ま す 特 化 し4`〕,綿布 の機 械 生

産 が1870代 か ら衰 退 の 一 途 を辿 って い った。

4市 場 構 造

前 述 し た よ う に,良 質 綿 布 が ス コ ッ ト ラ ン ド綿 工 業 の 主 力 製 品 で あ っ た 。 無

地 モ ス リ ンplainmuslinを 始 め,そ の 加 工 品 で あ る キ ャ リ コcalic〔 漏 ギ ン ガ ム.

ginghams,シ ル ク ・ガ ー.ゼsilkgauze,シ ョー ルshawls等 々 の 製 造 加 工 が グ

ラ ス ゴ ウ と ペ イ ズ リ ィ 地 域 に 活 況 を.齎 し た だ け で な く,綿.工 業 を ス コ ッ ト ラ ン

ド最 大 の 産 業 分 野 に 育 て ヒげ た よ う な 重 要 な 役 割 も 果 た し た4η。 ユ9世 紀 初 頭 ま

で は こ れ ら の 製 品 は 国 内 市 場 を 含 め,実 に 多 く の 地 域 や 国 へ 輸 出 さ れ て い だ8>。

地 理 的 に,ス コ ッ トラ ン ドに 近 い ヨ ー ロ ッ パ 大 陸 の 国 々,そ して 植 民 地 貿 易 で

密 接 な 経 済 関 係 を持 っ て き た 北 ア ネ リ カ と 中 南 米 植 民 地,さ ら に 綿 布 の 原 産 国

で あ っ た イ ン ドに お い て も ス コ ッ ト ラ ン ドの 良 質 綿 布 は そ れ な りの 販 路 を 持 っ

て い た 。 こ う し て 北 海,大 西 洋,そ し て イ ン ド洋 を越 え,ス コ ッ ト ラ ン ド製 の

44)ロ バー トスン,前 掲論文,82ペ ージ、

45)同 上論 文,84ペ ージ。

46)Hamilton,OP.,p.141.

4ηMaτwick,砂`鵡 コP.214.

45)Hami】ton,⑫`甑,p.147.ロ パー トス ン,前 掲 論文,83ペ ーージ。スコ ットラン ド綿製品の販路

構 成に関 しては,.ハ ミル トンとロバー トス ン両氏は違 う見解を もっている.即 ち,ハ ミル トンは

ス コッ トラン ド綿 製品の多 くが海外 に輸出 されていた と主張 しているのに対 して,ロ バー ト.スン

は ブリテ ン島が スコ7ト ラ ンド綿製品の主要 な市場であ ると強調 している。
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綿 布 が ほ ぼ 世 界 中 に輸 出 さ れ て い っ た。 綿 製 品 の輸 出 を通 じて,.ス コ ッ トラ ン

ドが 本 格 的 に 世 界 市場 に編 入 され る よ う に な った こ とが特 に 当該 経 済地 域 の形

成 に と って重 要 な意 味 を持 つ こ とで あ る。

と ころで,1810年 代 に入 る と先 に見 た よ うに ヨー ロ ッパ 大 陸 諸 国 の綿 工 業 の

勃 興 や ナ ポ レ オ ンの 大 陸封 鎖 令 の施 行 に よ っ て,ヨ ー ロ ッパ大 陸 で の販 路 が 次

第 に縮 小 して い っ た。 そ し て,北 ア メ リカの綿 工 業 は 中南 米 植 民 地 で の ス コ ッ

トラ ン ド綿 製 品 の 販 路 を逼 迫 す る まで に成 長 して きて い だ9〕
。 海 外 の 市 況 が

日々厳 しさ を増 す 中で..国 内市 場,特 に所 得 水 準 が 比 較 的 に高 い イ ン グ ラ ン ド

の方 が ス コ ッ トラ ン ド綿 工 業 の存 続 に とって ます ます 重 要 な 意 味 を持 つ よ うに

な っ た。 国 内 市 場 を 確 保 し,か つ 新 しい 海 外1[i:%一を 開 拓 す る に 当 た っ て,ス

コットランドの綿布製造業者は1830年 代から次々と禾衆向けの綿製品を発売 し,

幅 の広 い製 品戦 略 を展 開 して い た 。 イ ン グ ラ ン ド,そ して ス コ ッ トラ ン ド内 部

で は そ の戦 略 が あ る程 度 の 効 果 を あ げ る こ とがで きた一 方,イ ギ リス最 大 の植

民 地 一 束 イ ン.ドで も18ユ0年 代 以後 の市 場 開放 の ため 新 しい 販 路 を獲得 す るに

、至 った 。19世 紀 後 半 に は ス コ ッ トラ ン ド綿 製 品 の 販 路 は この よ うに ほ とん どブ

リテ ンの 支 配 下 に あ る地 域 に集 中す る よ うに な った。

紡 績 工 程 の製 品 で あ り,綿 布 の原 料 に な る綿 糸 の市 場 動 向 もス コ ッ トラ ン ド

綿 工 業 の発 展 に と って重 要 な意 味 を持 つ 商 品 で あ った。 域 外 に大 きな販 路 を持

つ綿 布 とは違 っ て,ユ9世 紀 初頭 まで は ス コ ッ トラ ン ド内 部 で 必 要 と.され て い た

.綿 糸,特 に高 番 手 細 糸 の供 給 が ほ.とん ど イ ング ラ ン ドに依 存 す る状 態 に あ っ

た鋤。 域 内 の 旺 盛 な 綿 糸 需 要 を満 た す た め に,ス コ ッ トラ ン ド地 元 の 綿 布 関係

業 者や イ)くグ ラ ン ドの綿 糸 商 人 ・製 造 業 者 た ち が次 々 と紡 績.」工場 を建 設 し,綿

糸 の生 産 高 が 年 々増 大 して い った こ とが前 述 した通 りで あ る。19世 紀 初頭 まで

.の ス コ ッ トラ ン ドの 綿工 業 は あ る意 味 で は,織 布 生 産 の 規模 拡大 に牽 引 さ れ る

49)Hamilron,θ μ ご鉱,P.148.

50)テ ヤ ップマ ン,前 掲 書,86ペ ー ジ,ペ イ ズ リ ィの高 級 綿 布 の 原 料 で あ る高 番 手 細 糸 が ほ とん ど

マ ン チ ェ ス ター か ら調 達 して きた もの であ っ た。
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形で紡績生産の活況が齎されたような 「織布先導型」の発展様式を示 したこと

ができる。

しか し,19世 紀に入るとこのような.「織布先導型」の発展様式には次第に変

.化が生 じた。紡績工程の機械化が進み,生 産能力が大いに拡大 した結果,ス

コットランドは綿糸の供給がイングランドから独立しただけでなく,ヨ ーロッ

パ大陸まで綿糸を輸出する能力さえ持つようになったのである51〕。1830年 代以

後は良質綿布の販売不振 とは対照的に,綿 糸の販売が域内の大衆向け綿布の生

産拡大 と域外市場からの需要に支えられ,堅 調な実績を上げつづけた。紡績生

産の好調は19世紀後半のスコットランド綿工業の発展にとって特に重要な意味

を持っていた。良質綿布の販売不振に起因する綿工業全体の停滞傾向が綿糸の

販売拡大によってある程度緩和され,し か も安価な綿糸を域内から調達できる

ようになったため,綿 布,特 に大衆向け綿布の価格競争力とその販路がある程

度確保で きたからである。スコットランドの綿工業はこのように前半期が織布

生産,後 半期が紡績生産によって先導される形で約100年 間の発展過程を進め

てきたことがで きよう。

IIIス コ ッ トラ ン ド綿 工 業 の 特徴 とそ の歴 史 的役 割

1ス コ ッ トラン ド綿工業の特徴

以 上,ス コ ッ トラ ン ド綿 工 業 の発 展 過 程 を概 観 した 結 果,そ の 特 徴 に つ い て

次 の こ とが確 認 で きるで あ ろ う。 まず,亜 麻 布 の生 産 ・経 営 体 制 を そ の ま ま 受

け継 ぎ,ス コ ッ トラ ン ドの綿 」.:業は綿 糸供 給 め.一部 を.イング ラ ン ドに求 め な が

ら,良 質綿 布 の 生 産 を 中 心 に初 期 の筆 屋 過程 を進 め た 。綿 糸 を供 給 す る に あ

た って 水 力紡 績 工 場,ジ ェ ニ ー,そ して ミュー ル紡 績 場 の建 設 が.スコ ッ トラ ン

ド全域 で展 開 さ れ,紡 績 生 産 も織 布 生 産 の規 模 拡 大 を追 うよ うに して,そ の 規

模 が 年 々増 大 して い った。 こ の よ う に良 質綿 布 の生 産 に特 化 した こ と に よ って,

ス コ ッ トラ ン ドの綿 工 業 は発 展 初 期 の 繁 栄 を成 し遂 げ る こ とが で きた 。 しか し,

51)Hamil亡un,ψ.cゴ'.,p、138.
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阜 質綿 布 の生 産 に特 化 して い た が ゆ え に,ス コ ッ トラ ン ド綿 工 業 の早 期 の 衰 退

が免 れ ない こ とに な った とい え る 。 そ れ に よ っ て技 術 基 盤 が 手 工 業 にIF.ま り,

即 ち機 械 生 産 の 進 行 が 進 まな か った こ とが,後 に ス コ ッ トラ ン ド綿 工 業 の発 展

を妨 げ る最 大 の 駐 路 とな った の で あ る 。特 に 良質 綿 布 の 製 造 が 高 度 な 手工 技 術

に よ る と こ ろが 大 きい た め.,織 布 工 程 の機 械 化 の進 行 が 緩慢 だ った こ とは 当然

な こ とで は あ るが,紡 績 工程 で さ え水 力 紡 績 工 場 よ り手 作 業 が比 較 的 に必 要 と

され て い る ジ ェ二 一や 手 動 ミ ュー ル紡 績 場 の方 が 数 多 く稼 働 して い た52:。19世

紀 中 葉 に な って よ うや く自動 ミェ ー ルや 力 織 機 の 普 及 が ス コ ッ トラ ン ドで も見

られ る よ うに な っ たが,機 械 化 の 進行 で あ れ,規 模 の拡 大 で あれ,い ず れ も イ

ング ラ ン ドとは 比 較 に な ら な い もの で あ っ た。 綿 工 業 全 体 の 機 械 化 の 進 行,

従 って 丁場 制経 営 の普 及 の立 ち遅 れ が結 局,.ス コ ッ トラ ン ド綿 製 品 の競 争 力 の

相 対 的 な低 下 を招 き53>,綿 工 業 の早 期 の 衰退 を 惹起 した最 も重 要 な 要 因 の 一 つ

に な った ので あ る。

一 方
,.ス コ ッ トラ ン ド綿...1:業の発 展 過 程 に おい て イ ング ラ ン ドが 多 くの側 面

で 重 要 な役 割 を果 た し.たこ とが 注 目に値 す る。 まず,ス コ ッ トラ ン ドで の綿 紡

績 と織 布 活 動 の進 行 に と って,イ ン グ ラ ン ド人資 本 とイ ング ラ ン ド製 の 綿 糸 が

欠か せ ない 存 在 で あ った こ とが 先見 た通 りで あ る。 ま た,1830年 代 ス コ ッ トラ

ン ドの製 鉄 ・機 械 工 業 が 勃 興す るま で に は鋤,紡 績 機 械 や 蒸 気 機 関等 々 の機 械

類 の 供 給 を ほ とん ど イ ン グラ ン ドに依 存 して いた こ と も事 実 で あ る5%そ して

何 よ りも重 要 な の は,綿 製 品 の 販 売 に関 して は イ ング ラ ン ドとそ の支 配 下 にあ

る諸 植 民 地 が..スコ ッ トラ ン ドの 綿 製 品 に大 きな販 路 を提 供 した 。 一 方,国 内市

場 や 海 外 市 場 で は ス コ ッ トラ ン ドと最 も激 しい競 争 を展 開 した 国 も イ ン グ ラ ン

ドで あ っ た5%い ず れ に して も,資 金,原 料,生 産 設 備,そ して 市 場 な どの側

52)Hamilton,ρ μ`鉱レP.129.

53)Farnie,op.,p.73.

54)北 政巳r近 代スコットランド鉄道 ・海運業史一大英帝国の機械の都グラスゴウー』御茶の水書

房,1999年,13-15,21-22ペ ー端

55)Mitchell,op.cit.,p.111.

56)G.U・1wi・1,飾職8'0照 ηρτ皐・μ副 読8Aダ々w嘱みよ5rT加1η`1間癩'R卿'7`々・η認 ∫'θゆ9π/
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面 に おい て ス コ ッ トラ ン ドの綿 工業 は イ ング ラ ン ド経 済 の 動 向 に大 きな 影響 を

受 け なが ら鉛,そ の発 展 過 程 を 進 め て い っ た こ とを こ こで 確 認 す る こ とが で き

よ う。

2ス コットランド綿工業の歴史的役割

まず,綿 工業⑱発展 と産業革命の勃発によって,約200年 間スコットランド

で進行 していた本源的蓄積がようや く完成を迎え,ス コ ットランドが本格的に

資本制経済社会へ移行 した。これは綿工業が果たした最 も重要な歴史的役割で

ある。この後にスコットランドの綿工業は不充分な機械化を原因に.19世紀中葉

から次第に衰退を余儀なくされたが,そ の発展期間中に産業連関効果を通 じて

多 くの産業分野の発展が促進されたことは,重 要な意味を持っている。特に亜

麻 と羊毛工業は,綿 工業の機械化の波及効果を受け,生 産性が一段 と向 ヒした

だけでなく,綿 工業 との間に資本や労働力の交流も盛んに行われていた。そし

て,後 に産業革命の基幹産業の一つで もあった製鉄業と機械..1業は,紡 績や織

布機械等々の生産を通 じて近代的成長を成 し遂げた。これら産業の資本の多く

は綿工業か ら流人してきたものでもあった。このような亜麻,羊 毛,製 鉄,機

械工業の例が示すように,綿 工業の発展によって実に多 くの産業分野の近代的

成長が促され,そ の過程において資本制生産をとった社会的分業体制が確実に

スコットラン ド内部で形成された。200年 間も続いた本源的蓄積を基盤にし,

綿工業を足がか りに域内の多 くの産業分野を近代化させた 「スコットラン ド産

、andMaple,MaHdLe5teエ,1924,(MarkCa..,ed.,EntrepreneurshitandtheIndustrialRemlu.

`fひηlVo1、IV,Routlcdge/ThoemmesPre5s,1996}PP.59,98.T.M.nevi回 田,TheS'mttishNation

17m-2ρ 暇7,Pe㎎vinBooks,1999、p.250.

57)ス コ ッ トラ ン ドで 進 行 して い た 産 業 革 命 とイ ング ラ ン ドの それ との 関 係 につ い て い ま まで 発 表

した 諸 見 解 に 関 して は,卜 記 の 諸 著 作 を参 照 され た い。M肛wick,g戸c～`.,P.207.天 川 潤 次 郎

「デ フ ォー研 究 」 未 来 社.1966年,玉89-191ペ ー ジ.北 政 巳 「ス コ ッ トラ ン ドと イ ギ1,ス 産 業 革

命 」(角 山栄 編1講 座 西 洋経 済 史H産 業 革 命 の時 代 」 同 文 舘,1979年,253-267ペ ー ジ。 菊 池紘

一1ス コ ッ トラ ン ド近 代.化 を見 る眼 」(鈴 木 健 夫 ・南 部 宣 行 ・川勝 平 太 ・原 剛 ・菊 池紘 一 ・松 本

康 正 著r「 最 初 の 工 業 国 家 」 を見 る 劇 早 稲 田 大 学 出 版 部,1988年}船一100ペ ー ジoC.A.What-

ley,ThelndustialX9.IHtiOnivScotlarv{CambridgeUniversityPress,1997,pp.正 一8.T.M.

Devin馬 丁勧 説oεご肋Nα`ゴoπ17α22α 皿,Pe㎎uil【BDoks,1999、PP・17-30・
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業 革 命」 は,こ の 意 味 で 「イ ギ リ ス産 業 革 命 」 な い し 「.イン グ フ ン ド産 業 革

命 」 とは相 対 的 に独 立 した一 歴 史 過 程 と して 見 な す こ とが で きよ う。 言 うまで

もな く,こ の よ うな 「ス コ ッ トラ ン ド産 業 革命 」 に よ っ て形 成 して き た資 本 制

経 済地 域 は 自卓 性 の強 い もの で あ り,従 って 「ス コ ッ トラ ン ド原 経 済 圏 」 と し

て理解 して も差 し.支え な い で あ ろ う。 最 後 にrス コ ッ トラ ン ド原 経 済 圏 」 とイ

ング ラ ン ドも し くは ブ リ テ ン.全体 との 関係 を一 瞥 し,結 び に代 え た い。

3「 ス コッ トラン ド原経済 圏」 の位置付 け

綿 工 業 の 発 展 に よ る 「ス 爵 ッ トラ ン ド産 業 革 命 」 の 進 行 は,ス コ ッ トラ ン ド

が確 か に資 本 制社 会 と して の経 済 基 盤一 「原 経 済 圏 」 を 築 きEげ る に至 っ た。

しか し,先 見 た よ うに この 経 済地 域 は 同 時 に イ ング ラ ン ドと相 互 依 存 関係 に

よ って成 り立 った もの で もあ る。 綿 工 業 の 発展 過 程 か ら見 られ る よ う に,資 金,

生 産 設 備,原 料 の 調 達 にお い て ス コ ッ トラ ン ドと.イング ラ ン ドとの 間 に一種 の

分 業 関 係 を 形 成 し,国 内市 場 と海外 市 場 で の両 地 域 の 競 争 が さ らに そ れ ぞ れ の

綿 工 業 の 発 展 路 線 を規 定 す る重 要 な 要 因 の 一 つ で あ っ た 。 この こ とか ら,ス

コ ッ トラ ン ドが 「原 経 済圏 」 と して の経 済 基 盤 を持 ち,そ の枠 組 み の も とで 自

立 した経{斉活 動 を行 っ てい くこ とが で きた の は,あ くまで もイ ング ラ ン ドとの

分 業 関 係 が あ って.こそ の こ とだ と考 え られ る。 ス コ ッ トラ ン ドとイ ング ラ ン ド

との 問 の この よ うな分 業 関 係 が どれ ほ ど ア イル ラ ン ドとウ ェ ー ル ズ に存在 して

い るか に 関 して は なお詳 細 な 実証 研 究 が 必 要 で あ るが,こ こで 少 な くと も次 の

こ とが 考 え られ よ う。即 ち,こ れ らの 地 域 の 間 の 相 互 依 存 関係 こそ,そ れ ぞれ

の 独 白性 を存 続 さ せ て きた 最 も重 要 な経 済根 拠 で あ る と同 時 に,「 グ レー ト ・

ブ リテ ン」 とい う政 治 的 枠 組 み が 大 きな崩 壊 を見 せ ず 現 在 まで 維 持 し えて きた

こ との経 済 背 景 もそ こに あ る とい え よ う。


